
【意見の集計結果】

　◆意見募集期間　平成２５年３月１日（金）～３月２１日（木）

　◆提出方法 　窓口提出・郵便・FAX・電子メール

　◆応募件数 　２名３件（窓口提出１名１件、電子メール１名２件）

横瀬町合宿誘致推進計画（案）についての意見募集結果を公表します

　平成２５年３月１日～２１日に実施した「横瀬町合宿誘致推進計画（案）」の意見募集にあ
たり、貴重なご意見をいただき誠にありがとうございました。
　お寄せいただいたご意見と、それに対する町の考え方を次のとおり公表いたします。

意見等への対応

　計画書記載の内容で
対応していきます。

　計画書記載の内容で
対応していきます。

　これからは中高年をターゲット
にして、ハイキング形式で、札所
や、棚田、オープンガーデンなど
を廻りながら途中、一日目は果樹
園でフルーツ狩りやバーベ
キュー、二日目は温泉など、計画
すれば、色々と魅力のあるツアー
ができると思います。
　スポーツと違って、天候はあま
り気にしないで計画できるから良
いと思います。

　本計画中、「価値創造のストー
リー（３）魅力ある合宿地づくり
への挑戦②魅力ある協力体制の充
実」（18ページ参照）では、「宿
泊施設のみならず関連する観光事
業者が中心となって、町ならでは
の合宿商品企画開発や地域との交
流メニューづくり、安心して活動
できるメニューづくりなどを進
め」るとしています。
　このため、合宿者等の世代や交
流内容など、さまざまな角度から
合宿メニューを検討し、1人でも多
く、そして満足いただけるメ
ニューづくりに努めていきます。

お寄せいただいた意見等 町の考え方

　合宿誘致計画を進めるには、ス
ポーツ、文化活動の団体、観光事
業者、民間企業等、合宿者に何ら
かの関連のある人達は受け入れの
心構え（もてなしの心）は当然心
得ていると思いますが、町全体で
暖かくお迎えするには一般町民の
方たちにもこの計画を良く理解し
て頂く必要があると思います。
　町の方針として、このような計
画を立てているということを一般
町民にもＰＲし町民全体が理解し
たうえで、横瀬に訪れるお客様を
暖かく迎え入れる体制を整えれば
町のイメージアップにもつながる
と思います。
　外部へのＰＲも大切だが、地元
住民にもＰＲし、理解をして頂く
と良いのでは？

　本計画中、「よこぜモデル合
宿」の基本理念（14ページ参照）
では、「町内のスポーツや文化等
に関する活動団体、観光事業者、
民間企業、町民、町が一体となっ
ておもてなしをする姿勢が必要」
であるとし、「『よこぜモデル合
宿』として町全体であたたかくも
てなし、地域との交流によりここ
ろに残る体験ができる『交流型合
宿』を推進」することとしていま
す。
　お寄せいただいた意見のとお
り、一般町民の皆さんのご理解ご
協力は必要不可欠であり、この
『よこぜモデル合宿』推進のキー
ポイントであると認識していま
す。
　このため、合宿者等へのPRのみ
ならず、町民の皆さんに対し、あ
らゆる機会を通じた積極的なPR活
動に努めていきます。



意見等への対応お寄せいただいた意見等 町の考え方

※意見者の意向を反映するため、ご意見の原文を掲載させていただいております。

　合宿誘致計画が主題であり、宿
泊施設の環境等から観光や協力可
能な町内団体等を考えていくべき
ではないか。
　観光や親交事業等を先に検討し
合宿誘致という方法もあるが、町
内宿泊施設の状況がはっきり分か
らない状況では、各団体が協力す
ることにも、手間が相当かかるよ
うに感じます。
　まず、横瀬町の宿泊施設の状況
や予約状況を完全に把握してか
ら、観光施設、文化団体、スポー
ツ団体等を掌握、かつ、来町者
（旅行者等）に積極的にＰＲする
必要も出てくると思います。
　よって、外郭で迅速かつ正確に
活動する団体が必要であると考え
ます。

　本計画中、「合宿誘致に関連す
る現況把握」（５～９ページ参
照）では、町内の合宿誘致に関連
する現況を把握しております。ま
た、「価値創造のストーリー
（２）合宿誘致体制の整備」（16
～17ページ参照）では、「合宿に
関わる各種手配のとりまとめ組織
と合宿誘致を総合的にコーディ
ネートする組織を設置・運営」す
るとともに、「さまざまな機会・
媒体等を通じて積極的にＰＲ｣する
としています。
　このため、まずは合宿誘致の推
進母体となる組織化を図り、その
うえで、今後の具体的な推進策を
多角的な視点から検討するととも
に、ＰＲ活動をはじめとする各種
事業について、効果的かつ効率的
な事業展開に努めていきます。

　計画書記載の内容で
対応していきます。


